
本研究科看護学専攻の庄村准教授は、2015年度のICCNにおいても演
題「THE RELATIONSHIP AMONG PHYSICAL ACTIVITY, QOL and 
SELF-EFFICACY OF PERIOPERATIVE PATIENTS WITH GASTRIC 
CANCER」により、Best Poster Awardを受賞、今回は2度目の受賞
という快挙です！ 

演題「NUTRITION AND ADVERSE EVENTS IN 
HEMATOPOIETIC STEM CELL TRANSPLANT 
PATIENTS:A LONGITUDINAL STUDY」造血幹細胞移
植を受ける患者の栄養状態、免疫反応および有害事象の
変化を、移植前から退院時まで縦断的に綿密に観察した
研究です。 

http://c.ymcdn.com/sites/www.isncc.org/resource/resmg
r/iccn_2017/ICCN_2017_Post_Conference_Re.pdf 

2度目の受賞 

国際 

学会 

米国、カリフォルニア、アナハイムにおいて
2017年7月9日～7月12日に開催された、
International Conference on Cancer 
Nursing (ICCN:国際がん看護学会)2017に
おいて、本研究科看護学専攻の庄村准教授、
修了生の大塚敦子氏および東海大学医学部付
属病院看護師の加藤拓紀氏らの研究成果が、
示設発表のなかで最も優秀な演題に与えられ
る、1st Place Poster賞を受賞しました。 


